
まちづくり市民フォーラム「「自治」のカタチを考えよう」 

杉崎（法政大学） 

 

●自治基本条例って何？ 

 

●なぜ、いま自治基本条例をつくるのか？ 

＜疑問＞ 

何か新しいことをするのか？／条例がなくても問題なかったのでは？ 

＜背景＞ 

行政資源の減少、超高齢社会 

価値観・ライフスタイルの多様化 

身近な環境・社会への関心の高まり 

 

●氷見市が実践してきた自治の取組をより充実、発展させるため 

・市が積極的に行っているワークショップ等の市民参加 

→参加を取り入れた政策づくりの仕組み化 

→行政（市長、市議会）がより良い選択（決定）をするために 

・これまで地域で行われてきた公益的な活動 

（町内会・自治会、地域づくり協議会、市民活動団体（NPO 等）、行政など） 

→行政・市民等との役割を確認し、共有する 

→氷見の自治をより充実させるため 

 

●氷見にふさわしい自治の仕組みづくり 

・いまの氷見の自治の経験を共有することからはじめよう 

 


